
平成 24 年度 第１回学都仙台コンソーシアム運営委員会議事要録 
日 時：2012 年 5 月 17 日（木）13:00～14:30 
場 所：復興大学本部 AER（アエル）オフィスフロア ７階 
出席者：海野道郎（委員長：宮城学院女子大学）、 

沢田康次（副委員長：東北工業大学）、 
    鈴木道子（尚絅学院大学）、鳴海渉（聖和学園短期大学）、三友紀男（仙台青葉

学院短期大学）、佐藤滋（仙台大学）代理＝高橋政志事務局長代理、大庭清（東

北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部）、宮田裕州（東北大学）代理

＝坂本直也東北大学教育・学生支援部教務課教育支援係長、松江克彦（東北福

祉大学）、三木賢治（東北文化学園大学）、櫻田忍（東北薬科大学）代理＝菅原

健士企画課長、中井滋（宮城教育大学）、芦立良喜（宮城誠真短期大学）、弦本

英一（宮城大学）、沓澤三喜雄（放送大学宮城学習センター）、間庭洋（仙台商

工会議所）代理＝森富二夫中小企業支援部長、押谷祐子（東北多文化アカデミ

ー）、八島和彦（みやぎ工業会）、青田祥信（理化学研究所）、大森克之（宮城

県）、小林仁（仙台市）代理＝小野吉昭総務企画局企画部プロジェクト企画課

長 
 
欠席者：井上義比古（副委員長：東北学院大学）、若月昇（石巻専修大学）、槇石多希

子（仙台白百合女子大学）、宮島達男（東北芸術工科大学）、丹野顯（仙台高

等専門学校）、中村芳朗（仙台観光コンベンション協会） 
 
 
（陪席）高田宏行宮城教育大学研究・連携推進課連携推進係長、斉野貴浩東北大学教

育・学生支援部教務課長、川村伊久子東北大学教育・学生支援部教務課教育

支援係、佐藤克義放送大学宮城学習センター教務主任、高橋勝彦東北芸術工

科大学仙台事務所長、虫明美喜東北多文化アカデミー理事、青山文浩東北多

文化アカデミー留学生支援担当、谷口正昭東北工業大学〔復興大学担当職員〕、

市川宏明コンソーシアム事務局〔仙台市総務企画局企画部プロジェクト企画

課主任〕、佐々木浩コンソーシアム事務局〔宮城大学理事室兼事務部総務課主

任主査〕、遠藤昌弘コンソーシアム事務局〔宮城大学事務部総務課広報グルー

プリーダー〕、永浦佳奈コンソーシアム事務局〔宮城大学事務部総務課広報グ

ループ主事〕、内海勝コンソーシアム事務局員、菱沼和枝コンソーシアム事務

局員 
                               以上「順不同」 
 
 



 
議 事 
 
１．学都仙台コンソーシアム運営委員会委員について 

海野運営委員長から、配付資料に基づき、加盟機関の変更箇所について説明があり、

「平成２４年度学都仙台コンソーシアム運営委員会委員名簿一覧」について確認した。 
 
２．学都仙台コンソーシアム規約について 

弦本事務局長から、配付資料に基づき、「学都仙台コンソーシアム規約及び運営委

員会規則」に係る、運営委員会の委員選出方法・議決事項等について説明があり、了

承された。 
 
３．学都仙台コンソーシアム自己評価に対する改善策について 

弦本事務局長から、配付資料に基づき、「学都仙台コンソーシアム自己評価に対す

る改善策」について説明があり、運営委員会の課題として、実施済及び平成２３年度

の改善点並びに要検討事項について確認した。 
 
４．第１３回定期総会の議案について 

弦本事務局長から、配付資料に基づき、６月１４日開催予定の第１３回定期総会の

議案書（案）について説明があり、了承された。 
 
５．各事業部会の構成及び事業計画等について 

各部会長及び部会事務局から、配付資料に基づき、平成２４年度事業計画等及び平

成２４年度の構成員名簿について説明があり了承された。 
 
６．その他 
（１） 復興大学運営委員会について 

復興大学事業代表校の沢田東北工業大学学長から、学都仙台コンソーシアム

運営委員会委員と復興大学運営委員会委員を同一メンバーにしたいとの提案

があり、意見交換の結果、同一人とすることが望ましいが、各加盟機関の都

合によって、選出メンバーが違っても否定するものではないこととし了承さ

れた。 
（２） 復興大学本部の使用基準について 

弦本事務局長から、復興大学本部の使用基準の作成について提案があり、復

興大学運営委員会へ検討を依頼することとされた。 
（３） サテライトキャンパス部会防災講座の２４年度実施について 



弦本事務局長から、戦略 GP より事業移管された防災（災害）支援ボランテ

ィア養成講座の平成２４年度実施については、復興大学の復興人材育成教育

コースの科目とも重複していることもあり、今年度は、復興大学事業に委ね

てはどうかとの提案があり、サテライトキャンパス部会で検討することとな

った。 


